
　　　　　　　　　　　　　　　　まちの人口（平成 20 年４月１日現在）

総人口 19,409 人（△ 40）　男 9,423 人（△ 90）　女 9,986 人（△ 84）　世帯数 6,998 世帯（△ 62）※（　）内は前月比

April 2008　№ 25

Public relations of Minami-aizu

第 20 回全国生涯学習フェスティバル開催記念事業
映画「春色のスープ」を応援してください！

私たちも出演します！

平成 20 年度予算…②～③

町職員人事異動…④～⑤

新生舘岩小学校誕生…⑥～⑦、⑱

１月 26 日に行われたオーディションに合格された皆さんと関係者

いよいよ撮影が開始されます！（P16 をご覧ください）
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平成 20 年４月号　広報みなみあいづ

会 計 名 予 算 額 対前年度比

一 般 会 計 119 億 5800 万円 △ 4.7％

国民健康保険事業特別会計 23 億 0200 万円 9.6％

老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 2 億 2062 万円 △ 89.3％

後期高齢者医療特別会計 2 億 4870 万円 皆増

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 14 億 4880 万円 4.6％

農林業集落排水事業特別会計 2 億 1430 万円 10.3％

公共下水道事業特別会計 4 億 2630 万円 △ 17.9％

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 6 億 8780 万円 50.5％

水 道 事 業 特 別 会 計 3 億 5090 万円 32.3％

合 計 178 億 8574 万円 △ 8.6％

課
題
を
前
提
と
し
た
予
算
編
成
を
基
本
に
徹
底
し
た
経
常
経
費
の
見
直
し

　
　
　
　

平
成
20
年
度
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
①

本庁
総務課財政係
電話
0241-62-6100

問い合わせ

　

本
町
の
平
成
20
年
度
予
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は
、
「
課
題
を
前
提

と
し
た
予
算
編
成
」
を
基
本
に
、

徹
底
し
た
経
常
経
費
の
見
直
し
と

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
に
努

め
な
が
ら
も
、
継
続
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
生
活
関
連

資
本
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、

①

医

療

費

の

削

減

を

は

じ

め
、
②
子
育
て
支
援
、
③
就
労
の

場
の
確
保
と
所
得
向
上
、
④
頑
張

る
人
や
地
域
の
応
援
、
⑤
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
の
発
足
と
や
ま
な
み

泊
覧
会
の
開
催
、
⑥
人
材
育
成
、

⑦
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
の

総額
178 億 8574 万円

前 年 比

一般会計

特別会計

　16 億 7126 万円

119 億 5800 万円

　 59 億 2774 万円

減

　

今
年
度
の
南
会
津
町
の
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
年
度
の
予

算
総
額
は
１
７
８
億
５
７
４
２
万
円
で
、
前
年
の
当
初
予
算
に
比
べ

16
億
７
１
２
６
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

広
報
み
な
み
あ
い
づ
で
は
、
今
月
と
来
月
２
回
に
分
け
て
今
年
度

予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
概
要

７
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
、
関
連

す
る
事
業
の
重
点
選
別
に
努
め
た

予
算
配
分
と
し
ま
し
た
。

　

以
下
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

度
当
初
予
算
編
成
の
概
要
に
つ
い

て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

ま

ず
、

一

般

会

計

当

初

予

算

額

は
、

前

年

度

比

4.7

％

減

の

１
１
９
億
５
８
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
面
で
は
、
歳
入
予
算
総
額
の

５

割

を

占

め

る

地

方

交

付

税

で

は
、
新
た
な
地
方
再
生
対
策
費
が

創
設
さ
れ
２
億
５
２
０
０
万

歳
入
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広報みなみあいづ　平成 20 年４月号

歳
出

　

一
方
歳
出
で
は
、
医
療
の
削
減

に
関
す
る
施
策
な
ど
７
項
目
の
重

点
施
策
に
４
億
７
７
０
０
万
円
を

配
分
し
た
ほ
か
、
舘
岩
統
合
小
学

校

建

設
、

防

災

行

政

無

線

の

整

備
、
ス
キ
ー
場
、
温
泉
施
設
等
の

観
光
施
設
の
整
備
等
の
継
続
事
業

の
ほ
か
、
本
庁
支
所
間
の
情
報
通

信
網
の
整
備
、
商
工
会
合
併
に
向

け
た
支
援
、
高
利
の
地
方
債
の
繰

上

償

還

に

よ

る

利

子

軽

減

策

な

ど
、
本
町
の
抱
え
る
課
題
に
対
し

部
局
横
断
的
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

各

種

基

金

は
、

公

共

施

設

整

備

等

基

金

や

ふ

れ

あ

い

福

祉

基

金
、
ス
キ
ー
場
整
備
基
金
等
の
特

定
目
的
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た

も
の
の
、
地
域
づ
く
り
振
興
基
金

を
２
億
円
積
立
て
す
る
こ
と
に
よ

り
、
基
金
総
額
で
は
５
９
０
０
万

円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

地

方

債

現

在

高

は
、

新

規

発

行

を
極
力
抑
制
し
、
前
年
度
比
３
．

２
％
、
５
億
４
９
０
０
万
円
減
の

１
６
４
億
４
６
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
特
別
会
計
に
お
い
て

は
、

平

成

20

年

度

よ

り

後

期

高

齢

者

医

療

特

別

会

計

を

新

設

し

円
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

普

通

交

付

税

と

特

別

交

付

税

を

合

わ

せ
、

前

年

度

比

3.2

％

増

の

64
億
３
１
０
０
万
円
と
算
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
普
通
交
付
税
と
臨

時
財
政
対
策
債
を
合
わ
せ
た
交
付

見
込
額
は
64
億
４
０
０
万
円
で
前

年
度
比
3.9
％
の
増
と
な
り
、
交
付

額
の
う
ち
合
併
に
よ
る
追
加
交
付

額
は
、
13
億
４
３
０
０
万
円
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
歳
入
で
は
、
町
税
で

法
人
関
係
税
の
伸
び
が
見
込
め
な

い
こ
と
に
よ
り
前
年
度
比
1.2
％
減

の
16
億
４
８
０
０
万
円
、
国
庫
支

出
金
で
は
舘
岩
統
合
小
学
校
建
設

に
か
か
る
公
立
学
校
施
設
整
備
費

負
担
金
及
び
町
道
整
備
事
業
に
か

か
る
地
方
道
整
備
臨
時
交
付
金
等

の

減

に

よ

り

２

５
．

２

％

減

の

５
億
３
０
０
０
万
円
、
繰
入
金
は

財

政

調

整

基

金

取

り

崩

し

を

行

わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
４
５
．

８
％
減
の
１
億
４
８
０
０
万
円
、

町
債
は
財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
発
行
額
を
抑
制
し
、
１
６
．
０
％

減
の
15
億
７
０
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

た

も

の

の
、

８

つ

の

特

別

会

計

を

あ

わ

せ

た

総

額

は
、

各

会

計

繰

入

繰

出

額

を

除

く

純

計

額

で

１
６
８
億
５
１
０
０
万
円
、
前
年

度
比
８
．
４
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。

町税
1,648,015
（13.8％）

地方交付税
6,431,000
（53.8％）

町債

1,570,200

（13.1％）

県支出金

666,997

（5.6％）

諸収入　　　　　　157,973（1.3％）
繰入金　　　　　　148,011（1.2％）
使用料及び手数料　145,286（1.2％）
その他　　　　　　143,823（1.2％）

国庫支出金　　　　529,945（4.4％）
地方譲与税　　　　224,600（1.9％）
地方消費税交付金　184,300（1.5％）
自動車取得税交付金 34,250（0.6％）
その他各種交付金　 34,250（0.3％）

（単位 ：千円）

自主財源
2,243,108
（19％）

依存財源　9,714,892　（81％）

一般会計
１１９億５，８００万円の
　　　　　　　　 　内訳
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平成 20 年度

人事異動

【
課
長
相
当
職
】
▽
総
務
課
長
（
健

康
福
祉
課
長
・
保
健
セ
ン
タ
ー
所

長
）
室
井
裕
▽
企
画
観
光
課
長
（
税

務
課
長
）
星
光
幸
▽
税
務
課
長
（
伊

南
総
合
支
所
総
務
課
長
）
馬
場
増
男

▽
住
民
生
活
課
長
（
学
校
教
育
課

長
）
長
沼
芳
樹
▽
住
民
生
活
課
参

事
・
課
長
補
佐
・
国
保
年
金
係
長

（
住
民
生
活
課
参
事
・
国
保
年
金
係

長
）
小
杉
洋
一
▽
健
康
福
祉
課
長
・

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
（
南
郷
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
健
康
福
祉
係

長
・
山
口
保
育
所
長
）
近
藤
甚
悦
▽

農
林
課
長
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課

長
）
角
田
厚
▽
建
設
課
長
（
住
民
生

活
課
長
）
大
竹
政
義
▽
環
境
水
道
課

参
事
・
課
長
（
舘
岩
総
合
支
所
長
）

星
安
晴
▽
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長

（
南
郷
総
合
支
所
長
）
五
十
嵐
竹
則

▽
議
会
事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
・

監
査
委
員
書
記
・
荒
海
財
産
区
議
会

書
記
（
総
務
課
長
）
渡
部
俊
夫
▽
学

校
教
育
課
長
（
伊
南
総
合
支
所
住
民

課
長
・
伊
南
保
育
所
長
・
伊
南
保
健

セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
所
長
）
齋
藤
友

一
▽
舘
岩
総
合
支
所
長
・
舘
岩
会
館

長
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
舘
岩
所
長

（
企
画
観
光
課
長
）
星
廣
政
▽
伊
南

総
合
支
所
長
・
伊
南
会
館
長
・
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
所
長
（
伊
南
総

合
支
所
長
）
横
山
孝
夫
▽
南
郷
総
合

支
所
長
・
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長
・

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南
郷
所
長
（
環

境
水
道
課
参
事
・
課
長
）
児
山
忠
男

▽
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
長
（
農
林

課
長
）
森
秀
一
▽
舘
岩
総
合
支
所
振

興
課
長
（
住
民
生
活
課
長
補
佐
・
消

防
交
通
係
長
）
渡
部
龍
一
▽
教
育
委

員
会
舘
岩
分
室
長
・
学
校
教
育
係

長
・
舘
岩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

（
教
育
委
員
会
舘
岩
分
室
長
・
学
校

教
育
係
長
・
舘
岩
会
館
長
・
舘
岩
公

民
館
長
・
舘
岩
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
）
星
守
▽
伊
南
総
合
支
所
総
務

課
長
（
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
長
）

星
正
信
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
長

（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長
補
佐
・

企
画
観
光
係
長
）
星
善
光
▽
伊
南
総

合
支
所
住
民
課
長
・
伊
南
保
育
所
長
・

伊
南
保
健
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
所

長
（
農
林
課
主
幹
・
農
政
係
長
）
星

茂
昭
▽
教
育
委
員
会
伊
南
分
室
長
・

学
校
教
育
係
長
・
伊
南
村
史
編
さ
ん

室
長
・
伊
南
武
道
館
長
・
伊
南
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
伊
南
総
合
支

所
振
興
課
長
）
馬
場
政
光
▽
南
郷
総

合
支
所
振
興
課
長
（
舘
岩
総
合
支
所

振
興
課
長
）
大
山
佳
伸
▽
南
郷
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
・
健
康
福
祉
係

長
・
山
口
保
育
所
長
（
南
郷
総
合
支

所
総
務
課
主
幹
・
さ
い
た
ま
市
派
遣
）

馬
場
信
義
▽
教
育
委
員
会
南
郷
分
室

杉浦孝幸前副町長退任のあいさつ
　先月まで南会津町の副町長をしており
ました杉浦孝幸です。
　４月１日付けで福島県土木部主幹兼土
木総務課副課長を命じられ、このほど着
任いたしました。旧田島町時代を通算い
たしますと３年以上、南会津町だけです
と１年 10 ヵ月、皆様には大変お世話に
なり、県職員では味わえない貴重な体験
を通し、さまざまなことを学ばせていた
だきました。
　今、都市と地方の格差が叫ばれており

ますが、南会津町には、都会では解決できない問題を解決できる潜在
能力がたくさんあり、人間が人間らしく生きてゆける土壌が多く残っ
ております。今度の町村合併により、それまで出会わなかった人々と
も、同じ南会津町民としていろいろな機会で話し合うことが増えてき
たことと思います。新しい出会いに感謝し、それまでは気づかなかっ
たことに気づき、お互いが響き合いながらお互いを高めることで南会
津町をさらに発展させていただきたいと存じます。私も、新たな職場
では、この地で学んだことを実践に生かしてまいりたいと思っており
ます。
　これまで町民の方々からいただきましたご厚情に心より感謝申し上
げ、退任のあいさつとさせていただきます。
　皆様、本当にありがとうございました。

長
・
学
校
教
育
係
長
・
奥
会
津
南
郷

民
俗
資
料
館
長
・
南
郷
体
育
館
長
（
教

育
委
員
会
南
郷
分
室
長
・
学
校
教
育

係
長
・
南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
長
・
南

郷
公
民
館
長
・
奥
会
津
南
郷
民
俗
資

料
館
長
・
南
郷
体
育
館
長
）
湯
田
順

一
▽
富
田
保
育
所
長
（
富
田
保
育
所

長
・
主
任
保
育
士
）
仲
丸
花
枝
▽
南

郷
総
合
支
所
総
務
課
主
幹
・
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
南
郷
（
企
画
観
光
課
主

幹
・
課
長
補
佐
・
企
画
調
整
係
長
・

地
域
振
興
係
長
）
馬
場
美
光

【
課
長
補
佐
相
当
職
】
▽
企
画
観
光

課
長
補
佐
・
企
画
振
興
係
長
（
台
東

区
派
遣
）
鈴
木
雄
蔵
▽
企
画
観
光
課

長
補
佐
・
商
工
観
光
係
長
（
企
画
振

興
課
主
任
主
査
・
商
工
観
光
係
長
）

渡
部
浩
治
▽
建
設
課
長
補
佐
・
営
繕

係
長
（
建
設
課
主
任
主
査
・
営
繕
係

長
）
野
中
英
昭
▽
住
民
生
活
課
主
任

主
査
・
消
防
交
通
係
長
（
企
画
観
光

課
主
任
主
査
・
広
報
情
報
係
長
）
渡

部
守
一
▽
環
境
水
道
課
長
補
佐
・
水

道
係
長
（
建
設
課
長
補
佐
・
建
設
係

長
）
鈴
木
忠
男
▽
議
会
事
務
局
長
補

佐
・
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
長
補

佐
・
庶
務
係
長
・
議
事
調
査
係
長
）

馬
場
秀
成
▽
学
校
教
育
課
長
補
佐
・

学
校
係
長
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
・

総
務
係
長
・
学
校
教
育
係
長
）
馬
場

宗
一
▽
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
長

平成 20 年４月号　広報みなみあいづ
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新副町長には渡辺仁さん
　杉浦前副町長の後任として、同じく福島県から派遣され、４月１日付け
で就任いたしました渡辺仁です。
南会津町には、10 年ほど前、県観光課在職時に、旅行商品の企画・実施の
ため、たびたびお伺いしており、その当時から、自然・食・文化など、魅
力あふれる資源が豊かな町であると感じておりました。
今後、これらの資源をさらに積極的に情報発信し、交流人口の拡大を図る
とともに、町民の皆様との対話、響き合いを大切にしながら、ありがとう
のひろがる町づくりに取り組んでまいりたいと考えております。
もとより微力ではございますが、湯田町長のもと、職員と一体となって、
南会津町の振興発展のため全力を尽くす所存でございますので、よろしく
お願いいたします。

補
佐
・
企
画
観
光
係
長
（
南
郷
総
合

支
所
振
興
課
長
補
佐
・
環
境
水
道
係

長
）
馬
場
正
博
▽
南
郷
総
合
支
所
振

興
課
長
補
佐
・
農
林
建
設
係
長
（
環

境
水
道
課
長
補
佐
・
水
道
係
長
）
長

沼
宏
▽
檜
沢
保
育
所
長
補
佐
・
主
任

保
育
士
（
伊
南
保
育
所
長
補
佐
・
主

任
保
育
士
）
星
光
子
▽
企
画
観
光
課

主
任
主
査
・
都
市
交
流
担
当
（
農
業

委
員
会
主
任
主
査
・
農
地
管
理
振
興

係
長
）
小
寺
冨
士
子
▽
企
画
観
光
課

主
任
主
査
（
税
務
課
主
任
主
査
）
阿

久
津
六
男
▽
住
民
生
活
課
主
任
主

査
・
消
防
交
通
係
長
（
企
画
観
光
課

主
任
主
査
・
広
報
情
報
係
長
）
渡
部

守
一
▽
農
林
課
主
任
主
査
（
農
林
課

主
査
）
小
勝
政
一
▽
建
設
課
主
任
主

査
・
建
設
係
長
（
建
設
課
主
任
主
査
）

五
十
嵐
和
広
▽
環
境
水
道
課
主
任
主

査
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主

査
）
邊
見
さ
と
え
▽
学
校
教
育
課
主

任
主
査
（
住
民
生
活
課
主
任
主
査
）

五
十
嵐
力
野
▽
舘
岩
総
合
支
所
総
務

課
主
任
主
査
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舘
岩
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
任

主
査
・
地
域
協
議
会
担
当
）
大
山
正

幸
▽
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主

査
・
環
境
水
道
係
長
（
伊
南
総
合
支

所
振
興
課
・
環
境
水
道
係
長
）
大
桃

仁
▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主
任
主

査
・
環
境
水
道
係
長
（
南
郷
総
合
支

所
振
興
課
主
任
主
査
・
農
林
建
設
係

長
）
大
橋
三
郎
▽
荒
海
保
育
所
主
任

保
育
士
（
檜
沢
保
育
所
主
任
保
育
士
）

芳
賀
ひ
と
み
▽
伊
南
保
育
所
主
任
保

育
士
（
荒
海
保
育
所
主
任
保
育
士
）

室
井
恵
美
▽
富
田
保
育
所
主
任
保
育

士
（
ひ
か
り
保
育
所
主
任
保
育
技
査
）

広
野
幸
子

【
係
長
相
当
職
】
▽
総
務
課
主
査
（
総

務
課
主
査
・
県
派
遣
）
大
竹
政
範
▽

総
務
課
主
査
（
健
康
福
祉
課
主
査
）

大
竹
正
一
▽
直
轄
政
策
室
政
策
調
査

係
長
（
直
轄
政
策
室
主
査
）
月
田
啓

▽
直
轄
政
策
室
主
査
（
伊
南
総
合
支

所
総
務
課
主
査
）
山
内
秀
剛
▽
企

画
観
光
課
広
報
情
報
係
長
（
生
涯
学

習
課
主
査
）
廣
野
友
一
郎
▽
企
画
観

光
課
主
査
（
農
業
委
員
会
主
査
）
阿

久
津
勝
英
▽
住
民
生
活
課
保
健
技
査

（
健
康
福
祉
課
保
健
技
査
）
渡
部
和

子
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
総
務
課
主

査
）
塩
生
光
章
▽
健
康
福
祉
課
主
査

（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
河

原
田
宏
文
▽
健
康
福
祉
課
主
査
（
学

校
教
育
課
主
査
）
星
千
恵
▽
農
林
課

農
政
係
長
（
伊
南
総
合
支
所
振
興
課

主
査
・
地
域
協
議
会
担
当
）
星
恵
一

▽
農
林
課
主
査
（
環
境
水
道
課
主
査
）

星
彰
▽
農
林
課
主
査
（
舘
岩
総
合
支

所
振
興
課
主
査
）
橘
昭
▽
農
林
課
主

査
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）

馬
場
隆
一
▽
農
業
委
員
会
農
地
管
理

振
興
係
長
（
企
画
観
光
課
主
査
・
都

市
交
流
担
当
）
馬
場
純
也
▽
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
係
長
（
南
郷
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
主
査
）
斎
藤
由
美
▽
図

書
館
主
査
（
税
務
課
主
査
）
皆
川
忠

昭
▽
舘
岩
総
合
支
所
総
務
課
主
査
・

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
舘
岩
（
教
育
委

員
会
舘
岩
分
室
主
査
）
小
勝
秀
勝
▽

舘
岩
総
合
支
所
振
興
課
主
査
・
地
域

協
議
会
担
当
（
舘
岩
総
合
支
所
振
興

課
主
査
）
阿
久
津
正
人
▽
舘
岩
総
合

支
所
振
興
課
主
査
（
総
務
課
主
査
）

星
良
栄
▽
教
育
委
員
会
舘
岩
分
室
主

査
（
農
林
課
主
査
）
丸
山
英
司
▽
伊

南
総
合
支
所
総
務
課
主
査
キ
ャ
ッ

プ
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
（
伊

南
総
合
支
所
住
民
課
住
民
生
活
係

長
）
馬
場
誠
▽
伊
南
総
合
支
所
総
務

課
主
査
（
総
務
課
主
査
）
平
野
誠
▽

伊
南
総
合
支
所
総
務
課
主
査
・
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
伊
南
（
伊
南
総
合
支

所
総
務
課
主
査
・
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ

く
し
ま
派
遣
）
佐
藤
隆
士
▽
伊
南
総

合
支
所
振
興
課
主
査
・
地
域
協
議
会

担
当
（
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主

査
）
平
野
芳
和
▽
伊
南
総
合
支
所
振

興
課
主
査
（
農
林
課
主
査
）
室
井
利

和
▽
伊
南
総
合
支
所
住
民
課
住
民
生

活
係
長
（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
主

査
）
酒
井
浩
哉
▽
南
郷
総
合
支
所
総

務
課
主
査
・
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
南

郷
（
農
林
課
主
査
）
鈴
木
秀
和
▽
南

郷
総
合
支
所
総
務
課
主
査
（
南
郷
総

合
支
所
振
興
課
主
査
）
大
桃
悟
▽
南

郷
総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
舘
岩
総

合
支
所
総
務
課
主
査
）
宇
都
宮
英
幸

▽
南
郷
総
合
支
所
振
興
課
主
査
（
伊

南
総
合
支
所
振
興
課
主
査
）
河
原
田

庄
佐
▽
南
郷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
主

査
（
南
郷
総
合
支
所
総
務
課
主
査
）

目
黒
か
お
る
▽
教
育
委
員
会
南
郷
分

室
主
査
（
健
康
福
祉
課
副
主
査
）
藤

沢
一
彰
▽
ひ
か
り
保
育
所
保
育
技
査

（
富
田
保
育
所
保
育
技
査
）
馬
場
牧

子
　

◇
派
遣　

▽
総
務
課
係
長
・
台
東

区
派
遣
（
教
育
委
員
会
南
郷
分
室
主

査
）
目
黒
智
夫
▽
総
務
課
主
査
・
県

派
遣
（
直
轄
政
策
室
副
主
査
）
長
谷

川
祐
樹

　

◇
退
職
（
３
月
31
日
付
）
舟
木
平

蔵
（
建
設
課
参
事
・
課
長
）
湯
田
タ

マ
イ
（
会
計
管
理
者
・
会
計
室
長
）

澤
田
洋
一
（
議
会
事
務
局
参
事
・
事

務
局
長
）
星
直
（
教
育
委
員
会
伊
南

分
室
参
事
・
分
室
長
）
馬
場
京
子
（
伊

南
総
合
支
所
総
務
課
主
幹
）
室
井
七

重
（
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
・
社
会

教
育
係
長
）
室
井
一
秀
（
建
設
課
主

事
）

広報みなみあいづ　平成 20 年４月号
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06上郷小最後の卒業式と閉校式

　舘岩地域で建設が進んでいた統合舘岩小学校の建設が完成しました。

これにより、上郷小学校が廃校となり上郷小学校の長い歴史が閉じ、統合舘岩小学校と

しての新たな歴史がスタートしました。

　３月２１日に卒業式、閉校式を迎えて上郷小最後の校長となった星俊夫校長は「長い

学校の歴史を築いてきたのは地域の人々であり、大切な思いが込められています。上郷

小学校はなくなってもいつまでも地域の人々が上郷の地を守って行くことを望みます」

と最後のあいさつを述べられました。そして最後の卒業生代表となる阿久津弦太君が星

俊夫校長とともに平野弘明町教育委員に校旗の返納をしました。

新
生
　
舘
岩
小
学
校
校
歌

父
な
る
山
の
け
だ
か
く
て

オ
サ
バ
グ
サ
咲
く
田
代
山

し
ら
か
ば
林
さ
わ
や
か
に

光
の
よ
う
に
か
し
こ
い
子

み
ん
な
仲
よ
く
学
ぼ
う
よ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

母
な
る
川
の
や
さ
し
く
て

た
て
い
わ
川
は
ひ
と
す
じ
に

雪
に
も
耐
え
て
流
れ
ゆ
く

松
戸
ヶ
原
を
か
け
ぬ
け
る

元
気
に
強
く
生
き
よ
う
よ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

う
た
ご
え
ひ
び
く
や
ま
か
い
に

か
っ
こ
う
の
声
こ
だ
ま
す
る

み
な
み
あ
い
づ
の
青
い
空

わ
れ
ら
の
校
舎
こ
こ
に
た
つ

世
界
に
の
び
る
あ
い
づ
っ
こ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

■作詞　村野井幸雄
■作曲　皆川　郁夫

閉校を迎えた上郷小学校
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新生舘岩小学校が誕生しました☆

　４月７日には新設舘岩小学校の開校入学式が開催され、真新しい校舎に新１年生１１

人も加わり、９６人の児童と１１人の先生による新たな門出をしました。渡部キヨ子校

長は「この新しい夢のある校舎で、共に学び合い、共に高め合っていきましょう。子ど

もたち、先生方、保護者みんながお互いのよさを見つけ合い、いいところを認め合って、

素晴らしい学校を作っていきましょう」とあいさつされました。

　そして、児童を代表して６年生の芳賀裕君が「みんなで新しい学校をつくって行きま

しょう」と歓迎のあいさつをしました。

新
生

　
舘
岩
小
学
校
校
歌

父
な
る
山
の
け
だ
か
く
て

オ
サ
バ
グ
サ
咲
く
田
代
山

し
ら
か
ば
林
さ
わ
や
か
に

光
の
よ
う
に
か
し
こ
い
子

み
ん
な
仲
よ
く
学
ぼ
う
よ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

母
な
る
川
の
や
さ
し
く
て

た
て
い
わ
川
は
ひ
と
す
じ
に

雪
に
も
耐
え
て
流
れ
ゆ
く

松
戸
ヶ
原
を
か
け
ぬ
け
る

元
気
に
強
く
生
き
よ
う
よ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

う
た
ご
え
ひ
び
く
や
ま
か
い
に

か
っ
こ
う
の
声
こ
だ
ま
す
る

み
な
み
あ
い
づ
の
青
い
空

わ
れ
ら
の
校
舎
こ
こ
に
た
つ

世
界
に
の
び
る
あ
い
づ
っ
こ

あ
ゝ
舘
岩
小
学
校

舘岩小学校　新校舎
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は
、

平

成

20

年

５

月

12

日
（

月

）

か

ら

不

動

産
、

商

業
・

法

人

登

記

に
つ
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
登
記
申
請

に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ

れ

に

よ

り
、

従

来

の

取

り

扱

い
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

①

不

動

産
、

商

業
・

法

人

登

記

申

請
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②

登

記

事

項

証

明

書
、

印

鑑

証

明

書
の
申
請
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利

用

し

て

可

能

に

な

り
、

証

明

書

は

手

数

料

納

付

確

認

後
、

法

務

局

か
ら
郵
送
（
郵
送
料
法
務
局
負
担
）

に
よ
り
申
請
さ
れ
た
方
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

③

不

動

産

登

記

に

つ

い

て

は
、

従

来
の
「
登
記
済
証
（
権
利
証
）
」
に

代
え
て
、
「
登
記
識
別
情
報
」
及
び

「
登
記
完
了
証
」
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

④
当
局
田
島
出
張
所
管
轄
の
一
筆

の
土
地
ま
た
は
一
個
の
建
物
ご
と

に
「
不
動
産
番
号
」
が
付
さ
れ
ま
す
。

※

登

記

事

項

証

明

書
、

登

録

完

了

証
等
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

⑤
従
来
の
書
面
に
よ
る
登
記
申
請

も
、
引
き
続
き
可
能
で
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
田
島
出
張
所

　

０
２
４
１

（62)
０
２
４
９

せ

ん

の

で
、

納

期

限

ま

で

に

必

ず

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

福
島
県
南
会
津
地
方
振
興
局

　

０
２
４
１
(62)
５
２
１
２

　
　
　
　
　
　

５
２
１
４

労
働
保
険
の
年
度
更
新
等
の

お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
度
の
労
働
保
険
の
年

度
更
新
等
を
す
る
時
期
が
ま
い
り

ま

し

た
。

４

月

は

じ

め

に

福

島

労

働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書
と

記
入
要
領
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ

い

て
、

５

月

20

日

ま

で

に
、

最

寄

り

の

銀

行
、

郵

便

局
、

労

働

基

準

監

督

署
、

福

島

労

働

局

に

お

い

て

手

続

き

を

さ

れ

ま

す

よ

う
、

お

願

い
い
た
し
ま
す
。

　

福
島
県
労
働
局
総
務
部

　

労
働
保
険
徴
収
室

　

０
２
４
（
５
３
６
）
４
６
０
７

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が

　
　
　
　
　

可
能
に
な
り
ま
す

福
島
地
方
法
務
局
田
島
出
張
所
で

動

車

納

税

通

知

書

に

つ

い

て
、

県

民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

従

来

の

金

融

機

関
、

郵

便

局

に

加

え
、

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア

で

も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
利
用

で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な

ど
、

詳

し

く

は

地

方

振

興

局

県

税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
）
。
夜
間
・
休
日
を
問
わ
ず
全
国

の
店
舗
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

納

税

は
、

コ

ン

ビ

ニ

エ

ン

ス

ス

ト

ア
専
用
の
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ

れ
て
い
る
納
税
通
知
書
で
ご
利
用

い

た

だ

け

ま

す
。

た

だ

し
、

納

期

限
を
過
ぎ
る
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
は
納
付
す
る
こ
と
が
で

き

な

い

こ

と

が

あ

り

ま

す

の

で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

障
害
の
あ
る
方
へ

　

身
体
等
に
障
害
の
あ
る
方
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
自
動
車
で
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い

て

は
、

納

税

義

務

者

の

申

請

に

よ

り
自
動
車
税
を
減
免
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
で
用
件

に

該

当

さ

れ

る

方

は
、

身

体

障

害

者
手
帳
等
の
関
係
書
類
を
整
え
た

上

で
、

納

期

限

ま

で

に

最

寄

の

地

方

振

興

局

県

税

部

に

申

請

し

て

く
だ
さ
い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、

全
額
を
減
免
す
る
こ
と
は
で
き
ま

者
資
格
取
得
講
習
会
で
す
。

　

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

０
２
４
１
(62)
２
１
４
１

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
　

６
月
２
日
（
月
）
で
す

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
５
月

９
日
ご
ろ
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、

届
き
ま
し
た
ら
最
寄
の
金
融
機
関
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期

限
の
平
成
20
年
６
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
自

動
車
税
を
納
め
た
と
き
の
領
収
書
に

は
、
自
動
車
税
の
継
続
検
査
用
（
車

検
用
）
納
税
証
明
書
が
つ
い
て
お
り
、

車
検
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

車
検
証
と
一
緒
に
保
管
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
入
で
き
ま
す

　

福

島

県

で

は
、

平

成

20

年

度

自

南
会
津
消
防
本
部
か
ら

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

の
お
知
ら
せ

　

平
成
20
年
度
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

平
成
20
年
６
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　

６
日
（
金
）

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

　

南
会
津
町
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合　

消
防
本
部
（
２
階
会
議
室
）

　

消

防

署
、

出

張

所

お

よ

び

分

遣

所
に
備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
並

び
に
受
講
票
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
お
近
く
の
消
防
署
・
出
張
所
・

分
遣
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
５
月
19
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
　

29
日
（
木
）

　

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
５
千
円
が

必

要

と

な

り

ま

す

の

で
、

講

習

会

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
講
習
会
は
甲
種
防
火
管
理

問

問問

問

℡

℡ ℡

℡

県
税
部
か
ら

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

法
務
局
か
ら

平成 20 年４月号　広報みなみあいづ
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12
月
18
日

　

※
毎
月
第
３
木
曜
日

　

南
会
津
合
同
庁
舎
２
階

　

県
政
相
談
室

　

０
１
２
０
（
８
９
９
）
７
２
５

　

０
２
４
１
(62)
５
２
０
８

℡ ℡

南
会
津
地
方
振
興
局
か
ら

平
成
20
年
度
県
政
相
談
・
交
通

事
故
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
様
が
抱
え
て

い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、
専
門

の
相
談
員
が
面
接
や
電
話
で
ご
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。 

　

相
談
は
、
す
べ
て
無
料
・
秘
密
扱

い
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
県
政
相
談

【
田
島
地
域
】

　

平
成
20
年
５
月
21
日
（
水
）

　

南
会
津
町
福
祉
ホ
ー
ル

【
舘
岩
地
域
】

　

平
成
20
年
６
月
18
日
（
水
）

　

舘
岩
会
館

【
伊
南
地
域
】

　

平
成
20
年
５
月
23
日
（
金
）

　

伊
南
会
館

【
南
郷
地
域
】

　

平
成
20
年
６
月
23
日
（
月
）

　

南
郷
総
合
セ
ン
タ
ー

◆
交
通
事
故
相
談

　

交
通
事
故
の
被
害
者
や
加
害
者
の

た
め
に
損
害
賠
償
や
示
談
な
ど
の
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
17
日
、
５
月
15
日
、

　

６
月
19
日
、 

７
月
17
日
、

　

８
月
21
日
、
９
月
18
日
、

　

10
月
16
日
、
11
月
20
日
、

５月の町長室へどうぞ

　「町長の考えを聞いてみたい」、「町長と地域の課題について話してみたい」など、直接町長とお話しし
てみませんか？どんな内容でも結構です。皆さんのお越しをお待ちしています。

　　平成 20 年５月 ７日（水）10：00 ～ 12：00　伊南総合支所

　　　 　　　　　　　　　　 14：00 ～ 16：00　南郷総合支所

　　平成 20 年５月 22 日（木）10：00 ～ 12：00　舘岩総合支所

　　　 　　　　　　　　　　 14：00 ～ 16：00　本　　庁

　　問い合わせ・お申込は

　　　　本庁企画観光課　　　℡ 0241-62-6200　　舘岩総合支所振興課　℡ 0241-78-3325

　　　　伊南総合支所振興課　℡ 0241-76-7715　　南郷総合支所振興課　℡ 0241-72-2900

感謝の気持ちをこめて
■４月１日　だいくらスキー場従業員清掃活動
　だいくらスキー場従業員 29 名の皆さんが塩原温泉か

ら西那須野 IC までの国道４００号を約１０ｋｍの国道

ゴミ拾いを奉仕活動の一環として実施しました。 

　関東圏からのお客様のシーズン中の来場に感謝の気持

ちをこめて実施しているもので、毎年恒例の奉仕作業と

なっています。この日は、本来であればだいくらスキー

場～栃木県日光市の尾頭トンネルまで実施する予定でし

たが、降雪があったため西那須野ＩＣ周辺を清掃しまし

た。

種
別
等

20 年
発生

19 年
発生

刑法犯

侵
入
盗

　
　

（
空
き
巣
等
）

４

２

乗
物
盗

　
　

（
自
転
車
等
）

２

０

車
上
ね
ら
い

３

６

自
販
機
ね
ら
い

０

１

そ
の
他

６

７

事故関係

人
身
事
故
件
数

15

10

死
者

０

１

負
傷
者

28

14

物
損
事
故

131

97

遭難

死
者

０

０

負
傷
者

０

０

無
事
救
出

０

０

南会津町の事件事故発生状況について
　　　　　　　　　　　～南会津警察署より～

■空き巣などの犯罪が発生しています。

　◆戸締り、隣への声かけなどを励行

　　してください。

■観光シーズンを迎え、交通量が増える

時期です。交通事故に注意しましょう。

南会津警察署　℡ 0241-62-1140
※数字は１月～３月までの累計です。
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地
方
自
治
法
第
１
９
９
条
第
４
項
及
び
南
会
津
町
監
査
委
員
条
例
第
３
条
の
規
定
に
基

づ
い
て
実
施
し
た
平
成
19
年
度
定
期
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
同
法
同
条
第
９
項
及
び
第

10
項
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
を
付
し
て
報
告
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
１
月
15
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
会
津
町
監
査
委
員　
　

室
井　

良
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
会
津
町
監
査
委
員　
　

平
野　

昌
盛

平成 19 年度定期監査報告②・

　　　　　　　　例月出納検査結果報告
２
．
補
助
金
に
関
す
る
事
項

　

補
助
金
に
関
す
る
事
項
１
１
８
件
の
中
か

ら
、
27
件
を
抽
出
し
て
監
査
し
た
。

〈
所　

見
〉

　

補
助
金
が
、
目
的
ど
お
り
使
用
さ
れ
て
い

る
か
の
精
査
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。

〈
指
示
事
項
〉

　

運
営
費
補
助
に
つ
い
て
は
、
使
途
を
精
査

す
る
資
料
が
無
い
の
で
資
料
を
作
成
し
精
査

す
る
こ
と
。

３
．
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
関
す
る

事
項

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に
関
す
る
事

項
45
件
の
中
か
ら
、
10
件
を
抽
出
し
て
監
査

し
た
。

〈
所　

見
〉

　

指
定
管
理
料
の
算
定
根
拠
が
明
確
で
な
い
。

〈
指
示
事
項
〉

１
．
指
定
管
理
料
の
算
定
基
礎
を
明
確
に
す

る
こ
と
。
ま
た
、
費
用
の
削
減
実
績
の
再
検

証
を
実
施
す
る
こ
と
。

２
．
委
託
先
に
よ
っ
て
、
算
出
根
拠
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る
の
で
統
一
す
る
よ
う
に
検
討
す

る
こ
と
。

４
．
町
有
地
の
遊
休
地
の
状
況
に
関
す
る
事
項

　

町
有
地
の
遊
休
地
の
状
況
に
関
す
る
事
項

53
件
の
中
か
ら
、
17
件
を
抽
出
し
て
監
査
し

た
。

〈
所　

見
〉

　

取
得
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も

あ
る
が
、
お
お
む
ね
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
る
。

〈
指
示
事
項
〉

１
．
今
後
は
、
使
用
目
的
、
又
は
処
分
す
る

方
針
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
．
田
島
字
北
下
原
１
０
４
‐
１
外
の
台
帳

地
目
が
畑
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
早
急
に
地

目
変
更
を
す
る
こ
と
。

５
．
事
務
機
器
等
賃
貸
借
の
状
況

　

平
成
19
年
度
事
務
機
器
等
賃
貸
借
の
状
況

調
書
に
よ
り
監
査
を
行
っ
た
。

〈
所　

見
〉

　

お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の

と
認
め
る
。

〈
指
示
事
項
〉

　

料
率
の
引
き
下
げ
や
、
一
般
競
争
入
札
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
安
価
で
契
約
で
き
る
よ

う
に
努
力
す
る
こ
と
。

６
．
備
品
台
帳
の
状
況

　

備
品
台
帳
の
監
査
を
行
っ
た
。
平
成
18
年

度
及
び
平
成
19
年
度
に
購
入
し
た
備
品
が
登

載
さ
れ
て
い
る
か
を
調
査
し
た
。
ま
た
、
抽

出
し
て
備
品
台
帳
と
備
品
の
突
合
を
行
っ
た
。

〈
指
摘
事
項
〉

１
．
備
品
台
帳
の
様
式
が
異
な
っ
て
い
る
事

例
が
あ
る
。

２
．
平
成
18
年
度
及
び
平
成
19
年
度
に
購
入

し
た
備
品
が
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
事

例
が
あ
る
。

３
．
新
様
式
に
書
換
え
し
た
台
帳
に
「
保
管

責
任
者
名
、
氏
名
」
の
記
載
、
押
印
漏
れ
の

事
例
が
あ
る
。

４
．
抽
出
し
て
税
務
課
、
環
境
水
道
課
、
会

計
室
及
び
農
業
委
員
会
に
つ
い
て
、
備
品
台

帳
と
備
品
の
突
合
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
品

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

〈
指
示
事
項
〉

１
．
備
品
台
帳
の
整
備
と
規
定
に
則
し
た
様

式
と
す
る
こ
と
。

７. 

平
成
18
年
度
決
算
審
査
指
摘
、
是
正･

改
善
指
示
事
項
に
関
す
る
対
処
状
況

　

回
答
の
あ
っ
た
、
平
成
18
年
度
決
算
審

査
改
善
策･

措
置
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。 

〈
指
摘
事
項
〉

１
．
南
会
津
町
立
保
育
所
に
勤
務
す
る
賃
金

支
弁
保
育
所
職
員
の
雇
用
等
に
関
す
る
規
則

附
則
２
項
で
規
定
す
る
雇
用
期
間
は
３
年
と

規
定
し
て
い
る
が
、
富
田
保
育
所
で
は
臨
時

保
育
士
と
し
て
平
成
８
年
度
か
ら
現
在
ま
で

雇
用
し
て
い
る
の
で
規
則
に
則
し
た
取
扱
い

を
す
る
こ
と
。

２
．
荒
海
中
学
校
用
地
に
つ
い
て
は
、
交
渉

し
て
約
33
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
お
り
、
平

成
18
年
度
に
お
い
て
も
相
手
方
と
13
回
、
平

成
19
年
度
は
３
回
の
交
渉
を
持
ち
改
善
に
向

け
努
力
し
て
い
る
が
、
早
期
解
決
の
た
め
法

的
手
段
で
早
急
に
解
決
す
る
べ
き
で
あ
る
。

〈
指
示
事
項
〉

１
．
指
摘
、
是
正
・
改
善
指
示
事
項
に
基
づ

き
既
に
対
処
さ
れ
た
事
項
も
見
ら
れ
た
が
、

反
面
、
早
急
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
項
の
う
ち
対
処
さ
れ
な
い
事
項
が
散
見
さ

れ
た
。
ま
た
、
早
急
に
対
処
で
き
な
い
事
項

に
つ
い
て
は
、
現
在
改
善
策
等
を
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
と
も
最
善
の
方
策
を
講
じ

ら
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

８
． 

個
別
事
項

（
１
）
公
共
事
業
用
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
に
取
得
し
た
公
共
事
業
用
地

に
つ
い
て
監
査
を
し
た
。

〈
指
摘
事
項
〉

１
．
今
回
の
買
収
価
格
は
、
近
隣
の
以
前
に

不
動
産
鑑
定
評
価
を
実
施
し
た
価
格
を
参
考

に
し
て
い
る
が
、
鑑
定
評
価
額
は
土
地
の
広

さ
、
高
低
、
間
口
、
奥
行
き
、
地
形
、
及

び
、
借
地
権
が
、
あ
る
、
な
し
等
に
よ
っ
て

評
価
額
が
異
な
る
の
に
、
土
地
の
鑑
定
評
価

を
行
っ
て
い
な
い
。

２
．
造
成
工
事
を
行
っ
た
の
は
町
で
あ
り
、

町
が
造
成
工
事
費
用
を
負
担
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
、
土
地
取
得
の
際
に
加
味
さ
れ
て
い
な

い
。

３
．
借
地
権
の
資
産
価
値
を
評
価
し
て
お
ら

ず
、
ま
た
そ
の
権
利
を
価
格
に
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。

４
．
今
回
の
買
収
金
額
は
、
買
収
金
額
と
造

成
費
の
関
係
だ
け
を
み
て
も
、
造
成
後
の
土
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例
月
出
納
検
査
結
果
報
告

　

監
査
委
員
は
、
法
令
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
権
限
に
基
づ
い
て
、
町
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執

行
、
町
の
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理
、
町
の
事
務
や
法
定
受
託
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
監
査
等
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
20
年
３
月
ま
で
の
例
月
出
納
検
査
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

№ 所在地 面積 買収金額 造成工事費 造成費控除額

１ Ａ 2,953 ㎡ 72,348,500 円
平成５年度

23,569,490 円

　平成６年度　         

 25,956,000 円

31,076,028 円
２ Ｂ 114 ㎡ 2,793,000 円

３ Ｃ 1,442 ㎡ 35,329,000 円

小計 4,509 ㎡ 110,470,500 円

４ Ｄ 2,676 ㎡

計 7,185 ㎡ 110,470,500 円 49,525,490 円 31,076,028 円

　
　
　
　
　

記

１
．
検
査
の
実
施
日　

　

３
月
分　

平
成
19
年
４
月
16
日

　

４
月
分　

平
成
19
年
５
月
14
日

　

５
月
分　

平
成
19
年
６
月
14
日

　

６
月
分　

平
成
19
年
７
月
17
日

　

７
月
分　

平
成
19
年
８
月
17
日

　

８
月
分　

平
成
19
年
９
月
14
日

地
評
価
で
買
収
し
て
い
る
の
で
、
買
収
金
額

か
ら
造
成
工
事
費
三
千
一
〇
七
万
六
千
二
八

円
を
差
し
引
い
た
買
収
金
額
が
妥
当
な
価
格

で
あ
る
。

〈
指
示
事
項
〉

１
．今
後
の
不
動
産
買
収
時
の
価
格
決
定
は
、

不
動
産
鑑
定
を
基
に
行
う
こ
と
。

２
．
不
動
産
鑑
定
を
実
施
す
る
基
準
を
対
象

物
件
の
面
積
、購
入
金
額
等
で
決
め
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
。

３
．
不
動
産
取
得
及
び
処
分
に
つ
い
て
は
、

専
門
担
当
（
係
）
を
設
け
て
対
処
す
べ
き
で

あ
る
。

　

９
月
分　

平
成
19
年
10
月
14
日

　

10
月
分　

平
成
19
年
11
月
15
日

　

11
月
分　

平
成
19
年
12
月
13
日

　

12
月
分　

平
成
20
年
１
月
15
日

　

１
月
分　

平
成
20
年
２
月
15
日

　

２
月
分　

平
成
20
年
３
月
19
日

２
．
監
査
の
対
象

（
１
）　

平
成
19
年
３
月
分
か
ら
平
成
20
年

２
月
分
ま
で
の
各
会
計
の
出
納
に
係
る
日
計

表
、
月
計
表
そ
の
他
の
収
入
・
支
出
関
係
証

拠
書
類
等

（
２
）　

現
金
、
預
金
、
証
拠
書
類
等
の
照
合

及
び
保
管
状
況

３
．
検
査
の
結
果

　

提
出
さ
れ
た
監
査
資
料
の
基
づ
き
計
算
と

突
合
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
指
摘
・
検
討
事

項
を
除
き
、
計
数
に
誤
り
は
な
く
証
書
、
通

帳
残
高
と
符
合
し
正
確
で
あ
っ
た
こ
と
を
認

め
た
。
ま
た
、
現
金
・
預
金
・
証
書
類
等
の

出
納
保
管
状
況
の
検
査
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め

た
。

４
．
監
査
の
指
摘
・
検
討
事
項

（
１
）
平
成
19
年
５
月
14
日
指
摘
事
項

　

平
成
19
年
２
月
14
日
開
催
、
第
２
回
行
政

改
革
懇
談
会
に
欠
席
者
の
報
酬
返
納
が
あ
っ

た
が
、
こ
の
う
ち
所
得
税
が
平
成
18
年
度
雑

部
会
計
よ
り
還
付
さ
れ
て
い
る
。

　

雑
部
会
計
は
３
月
31
日
で
年
度
が
変
わ
る

こ
と
か
ら
４
月
12
日
に
還
付
す
る
場
合
は
、

平
成
19
年
度
雑
部
会
計
よ
り
支
出
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

（
２
）
平
成
20
年
２
月
15
日
指
摘
・
検
討
事

項平
成
20
年
１
月
31
日
現
在
の
雑
部
会
計
歳

入
歳
出
現
金
収
支
計
算
書
の
合
計
額
９
４
，

７
６
３
，
７
１
６
円
と
科
目
ご
と
の
内
訳

金
額
合
計
額
９
４
，
５
４
３
，
７
７
１
円
が

２
１
９
，
９
４
５
円
合
致
し
な
い
。

合
致
し
な
い
内
訳

・
町
県
民
税
（
現
年
度
）
分　

　
　
　
　
　
　
　
　

４
８
，
１
０
０
円
過
剰

・
町
県
民
税
（
延
滞
金
）
分 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
０
円
不
足

・
所
得
税
分         

１
０
３
，
２
３
２
円
過
剰

・
社
会
保
険
料
納
付
金
分 

　
　
　
　
　
　
　
　

６
９
，
６
１
３
円
過
剰

差
引
合
計　
　
　

２
１
９
，
９
４
５
円
過
剰

　

町
県
民
税(

現
年
度
及
び
延
滞
金)

分
の

不
一
致
額
４
７
，
１
０
０
円
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
の
平
成
18
年
３
月
20
日
ま
で
遡
っ
て

精
査
を
実
施
し
た
が
、
判
明
で
き
な
か
っ
た

旨
の
報
告
を
受
け
た
。

　

所
得
税
分
、
社
会
保
険
料
納
付
金
分
の
不

一
致
額
合
計
１
７
２
，
８
４
５
円
に
つ
い
て

は
、
平
成
９
年
度
ま
で
遡
っ
て
精
査
を
実
施

し
た
が
判
明
で
き
な
か
っ
た
旨
の
報
告
を
受

け
た
。

　

今
後
、
不
一
致
額
に
つ
い
て
の
精
査
と
併

せ
て
処
理
の
結
果
報
告
を
求
め
ま
す
。

広報みなみあいづ　平成 20 年４月号
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日 程 健診名 受付時間 会 場 対 象 者

５月 14 日 水 ３ 歳 児 健 康 診 査 12：30 ～ 13：00

保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）

平成 17 年２月生まれ

５月 21 日 水 ３～４か月児健康診査 12：15 ～ 12：45 平成 20 年１月生まれ

５月 29 日 木 ２歳児歯科健康診査 12：30 ～ 13：00
田島地域のお子さん

　平成 18 年 4 ～ 5 月生まれ

日 程 健診名 受付時間 会 場 対 象 者

５月 13 日 火 ６－７か月児健康相談 12：30 ～ 13：00
保 健 セ ン タ ー

（御蔵入交流館内）
平成 17 年２月生まれ

５月 23 日 金
６－７か月児健康相談

12 － 13 か月児健康相談
９：30 ～９：45 南郷保健福祉センター

伊南・南郷地域のお子さん

平成 19 年９～ 12 月生まれ

平成 19 年３～４月生まれ

 就学前のお子さんとその保護者の方を対象に、

保健センターを開放しています。   

　お子さん同士、 お母さん同士の情報交換、 交流

の場としてお気軽にご利用ください。  

◆乳幼児健康診査

◆乳幼児健康相談

保健センター開放日

伊南保健センター 「すこやか」 開放日   

　　毎週火曜日     　　　　　　　10 ： 00 ～ 12 ： 00

このページの記事に関するお問い合わせは・・・

田島地域　南会津町保健センター　℡０２４１－６２－６１８０

舘岩地域　舘岩総合支所住民課　　℡０２４１－７８－３３２５

伊南地域　伊南保健センター　　　℡０２４１－７６－７１２１

南郷地域　南郷保健福祉センター　℡０２４１－７３－２７８８

５月の健診（検診）のご案内

小児緊急電話相談事業（＃８０００）について
　小さいお子さんをお持ちの保護者の方が休日・夜間の急な子供の病気にどう対処したらよいのか、病

院の診療を受けたほうがよいのかなど迷ったときに、小児科医師・看護師へ電話による相談ができるも

のです。

　この事業は全国同一短縮番号（＃８０００）をプッシュすることにより、各都道府県の相談窓口に自

動転送され、小児科医師・看護師から患者の症状に応じた適切な対処の仕方や受診する病院等のアドバ

イスが受けられます。

　福島県では、下記のとおり実施しています。　

　短縮ダイヤル（♯ 8000）は一般回線だけでなく、携帯電話でも使用できます。また、深夜も利用可

能です。ぜひ、ご活用ください。

■小児救急電話相談連絡先

　・短縮ダイヤル（携帯回線使用可）

　　　　＃ 8000

　・一般ダイヤル回線（携帯・ダイヤル回線使用可）

　　　　℡ 024-521-3790

■実施時間帯

　・19：00 ～翌朝 8：00

■福島県の担当窓口

　・担当課名

　　　　保健福祉部健康衛生領域医療看護課　・電話番号

　　　　℡ 024-521-7221

 ※地域の指定のないものは全地域対象です。



このコーナーでは、３歳児健診で虫歯のなかった

お子さんを紹介します。今月９人のおともだちがむし歯

ゼロでした！おめでとうございます。

みんなでめざそう、むし歯ゼロ！

佐藤結菜ちゃん

（古町）
原田美羽ちゃん

（熨斗戸）
安藤光生ちゃん

（大新田）

渡邉莉子ちゃん

（本町）

酒井桃花ちゃん

（上山口）
星央斗ちゃん

（本町）

山口琥珀ちゃん

（森戸）

長谷川誓ちゃん

（谷地）

室井大歩ちゃん

（田部原１）

福田果歩ちゃん

（藤生）
大竹花林ちゃん

（長野）

原田柊羽ちゃん

（関本）

13

広報みなみあいづ　平成 20 年４月号

むし歯ゼロで元気な笑顔

総合健康診査のお知らせ 献血のお知らせ
５月２日～６月 14 日までの期間、各地域で総合健

診を実施します。	

　会場では、特定健診（今までの基本健診）・結核

検診・胃がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウィル

ス検診を同時に行います。

　なお、すでに家族調査票（健診の申込書）でお

申し込みをされた方には、詳しい日程等について

個別に通知します。お申し込みされていない方は、

保健センター等へご連絡ください。

４月 30 日（水）

ＪＡ会津みなみ　	9:40 ～ 10:40

田島ホーム　　　11:30 ～ 13:00

県立南会津病院　14:30 ～ 16:30

　　　　　　　　　　　　　　　　　５月８日（木）

伊南会館前　　						10:00 ～ 11:20

スミタフォトニクス		12:00 ～ 13:00

南郷総合センター前		14:30 ～ 15:30

界公民館　　　	　　	16:00 ～ 16:40

５月９日 (金 )

南郷保健福祉センター	14:00 ～ 15:00

県立南会津高校前	15:20 ～ 16:30

皆さんのご協力をお願いします！

４・５月の日曜当番医

４月 27 日  馬場医院         　 ℡ 0241-62-0141 

５月 ４日　なかやクリニック 　 ℡ 0241-73-2036 

５月 11 日　小野木クリニック　　℡ 0241-76-7780

５月 18 日　愛輝診療所　　　　　℡ 0241-78-8688

５月 25 日　きむらクリニック　　℡ 0241-62-5570

となります。ご注意ください。
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４/５月の公演

 南会津郡３町１ケ村春季連合検閲式

■日 時　４月 29 日（火・祝）

■時 間　10：30 開会（ホール内式典）

◆式典については関係者のみ入場可能

◆屋外には消防車両の展示コーナーもあります

　（一般の方も観覧できます）

■問い合わせ　南会津広域消防署

　℡ 0241-62-2141

01  ≪話題の映画を早くも上映します。

　　　　　　　　　　　この機会を見逃すな！≫

映画上映会

■日 時　５月 11 日（日）

①ワンピース「冬に咲く、奇跡の桜」

　10：30 上映（10：00 開場）

　上映時間 120 分

■入場料　大人                800 円

         小人（3歳～高校生） 400 円

         ファミリー（大人 1、小人 1）

                           1,000 円

②母べえ

14：00 上映（13：30 開場）上映時間 145 分

■入場料　大人                1,300 円

          小人（3歳～高校生）1,000 円

■問い合わせ　御蔵入交流館

　　　　　　　　　℡ 0241-62-6311

02

　JA 会津みなみ農業共同組合

　　　　　　　　第 12 回通常総代会
■日 時　5月 31 日（土）

■時 間　13：00 開会（12：00 開場）

・JA 組合総代の方のみ入場可能

・お問い合わせ：JA 会津みなみ農業共同組合　

0241-63-1155

平成 20 年 4 月号　広報みなみあいづ

℡0241-62-6311

03

　御蔵入交流館文化ホールの平成 19年度も前年に劣らぬ充実の年となった。

　ひとえに町長を始めとして、行政の文化教育への熱意が、事務局も、町民自らも奮い立たせ、その稼働率は驚く

べきものとなった。なにしろ、ホール利用の申し込みは、土・日曜等の利用可能日を押さえるのが難しい程である。

　劇団四季等プロの公演も、観た人達にはいずれも大好評。しかし、真に意義があるのは町民自らの『手づくり公演』

が、あらゆるジャンルにわたって行われた事である。残念ながらその総てにふれるスペースはないが、特に 3点程

取り上げてみると、12月 23 日『ハートフル・コンサート』、まず田島小合唱部、曲目はバーンスタインの“トゥナ

イト”この高度な難曲はいわばオペラのアリアである。それと英語の発音も完璧に、まるで賛美歌のごとく美しくハー

モニーを響かせた。まさに天使の歌声！小学生、凄い！！

　次が、町民達の吹奏楽団。現団長の渡部正一氏のもとに集合したのは始め 5～ 6人程度、それが設立 3年目の年

末には 46人もの大編成となり、曲目はガーシュインの“ラプソディ・イン・ブルー”だと云う。実は、この曲はジャ

ズのイデオムを取り入れ、初めてヨーロッパを超えたアメリカ初のピアノ協奏曲である。通常吹奏楽団が取り組む

曲ではない。作曲者ガーシュインは謙虚であったため、先輩のラベルを尋ねて添削を願い出るが、譜面を見るなり「こ

んな完璧なもの、どこをなおすんだあ！」と怒ったと云う程の難曲中の難曲である。ここを、わざと難しく説明すると、

音符には表現できない妙な上昇音や、フラッター・ワートやスイングのジャズ奏法に加え、アッチェランドをかけ

ながらシンコペートする追い込み！のクラシック奏法。読むだけでも難しいこんな大曲を 3年目の吹奏楽団が感動

的に吹き切った！！やはり凄い。

現在文化ホールのピアノと大ホールの響きの良さが CD化され全世界に発売される等、国内外で話題となっている。

10月公演のロシアの音楽使節団からも「世界一です！」との少々ホメ過ぎの評価も頂いた。有り難い事である。そ

の評価に相応しい地元の音楽仲間たちによるウィンドオーケストラがここに出来上がった。これこそが芸術文化で

は？との問いに答える 2007 年のフィナーレとなった。指導と共演の永井由比氏・佐々木京子氏・丸山勉氏に御礼と、

団員に惜しみない拍手とエールを送るものです。

　更に 1月 6日には、ピアノ・ベヒシュタインをメインに南会津にゆかりの若い音楽家と小中高生の約 70人もの大

出演者達が新年のステージを飾った。そのレベルの高さは、他の大都市圏を大きく凌駕するものである。小中学生が、

ショパン、ベーラ・バルトーク、アラム・ハチャトリアンやおなじみベートーヴェン等々、そのテクニックは見事

プロ級。ただただ驚くばかりである。　それに世界に通用するであろう南会津出身・在住のオペラ歌手が 5人登場、

輝くようなノドを競った！

　文化ホール建設以前なら信じられない現況である。第 2、第 3のマリア・カラスやホロビッツがこの小さな町か

ら出現するのも夢ではない。“若き音楽家を育てる会”とのネーミングも良い。こうしたコンサートを企画・支援し

てくれた総ての人々に、心から敬意と拍手を送ります。

　今年度も地域の芸術文化を彩る御蔵入交流館文化ホールで、今まで以上に充実し

た事業を展開していくことを期待しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田島地域　　室井　実

当日券は 200 円増
になります
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知っていますか？　まちの文化財
　　　　　　　　　　　　vol.11　南郷地域

福島県重要無形民俗文化財に

                 指定されました！

◆南郷の早乙女踊　南郷地域

　（鴇巣・界・上平・上町・下山地）
　豊作祈願の踊りとして知られる南郷の早乙女踊が、歴

史上並びにその芸能史上での価値の高さから、この春、

福島県重要無形民俗文化財に指定されました。『無形文化

財』とは、踊り・演劇・祭礼・音楽・技術等、形を持た

ないものの総称です。

　また、国民の生活様式を表すものを『民俗文化財』と

呼びます。その多くは、伝承者の高齢化や、後継者不足、

伝統用具の需要の低下等、社会生活の変化に伴い、観光

行事等として本来の姿をやや変更しているケースも見ら

れますが、南郷地域の早乙女踊は、その形式をほとんど

変える事無く継承されています。今回指定となった早乙

女踊りは、それぞれの地区により多少の違いはあります

が、中・高校生などが早乙女や道化役となって、伝統的

な衣装で各家庭を廻り、地区民の唄にあわせて踊るもの

です。五穀豊穣を願う小正月の伝統行事として現在は４

地区の保存団体で継承されています。

　早乙女踊（田植踊り）は雪国の東北地方に生まれ、特

有の発展を遂げた民俗芸能であり、私たちの町（南郷地

域）にもその伝統が息づいています。伊南川流域ではそ

新着本紹介
追放されしもの　クロニクル千古の闇４

                       ミシェル・ペイヴァー∥著

こぐまくんこぐまくんなにみているの？

                       　  エリック・カール∥絵

 このほかにも、図書館にはたくさんの新着本が

あります。ぜひご利用ください。

ご存知ですか？図書館の便利なサービス

◆南会津町図書館の資料が、

　お手持ちの携帯電話から検索することができます！

　携帯電話から図書館の資料が検索できます。気軽に

ご利用ください。

  また、資料検索のほかに資料の予約も携帯電話から

可能になります。ただし、資料の予約にはあらかじめ

パスワードを図書館に登録する必要があります。パス

ワード登録は、図書館カウンターにて行っております。

携帯用資料検索ＵＲＬ

http://okura.minamiaizu.org/tosho/opaci/

日 月 火 水 木 金 土

1 ２ ３ ４ ５

６ ７ 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

【一般図書】

ＮＨＫあしたをつかめ平成若者仕事図鑑２

　　　　　　 ＮＨＫ「あしたをつかめ」制作班∥編

世界を変える簡単な１００の方法　　　 齋藤槙∥著

ニッポン心の仏像１００選 上・下

     ＮＨＫ「ニッポン心の仏像」プロジェクト∥編

別冊図書館戦争Ⅰ       　　　　　　　有川浩∥著

愛しの座敷わらし　　　　       　　　荻原浩∥著

あなたの余命教えます　　　　       幸田真音∥著

みにくいあひる　　　　　　       　谷村志穂∥著

そろそろ旅に　　　　　　       　松井今朝子∥著

山魔の如き嗤うもの　　　　       三津田信三∥著

菜種晴れ　　　　　　　　　　       山本一力∥著

サウスポイント　　　　       よしもとばなな∥著

ペギー・スー　光と罠と明かされた秘密

                       セルジュ・ブリュソロ∥著

【児童図書】

ジュン先生がやってきた！       　　後藤竜二∥作

流れ行く者 守り人 短篇集　       上橋菜穂子∥著

が休館日
開館時間：10:00 ～ 18:00

南会津町図書館　℡ 0241-62-5522

５月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

４月の休館日

検索

クリック！

南会津町図書館

ＨＰもご覧ください！

の昔、約 40 ケ所で行われていたという記録も残されてい

ます。度々、凶作や大水の被害に見舞われていたこの地

域では、豊作への願望がとても強かったことが、早乙女

踊の伝承に繋がっています。また、今回の指定とは別に、

南会津高校の郷土芸能委員会の生徒たちが毎年山口地区

で早乙女踊を実施し、地域の伝統芸能を継承しています。

　今回の指定により、町内の指定文化財は、国指定が 4件、

県指定が 26 件、町指定が 73 件となりました。また、町

内には、まだ指定を受けていない様々な文化財が数多く

残されているため、教育委員会で随時調査等を行いなが

ら保存・活用を図って行きたいと考えています。

広報みなみあいづ　平成 20 年４月号
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広
報
情
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係　

大
桃
英
樹

ご寄付ありがとうございます

■塩田　元　様（大橋）

　金１００，０００円

　町の社会福祉のために

■芳賀ヤス　様（永田）

　金３００，０００円

　町の文化活動振興のために

　　　　　　　

　　　　　　　ありがとうございました。

渡部良太くん（荒海中卒）埼玉栄高校へ

タイトルは「春色のスープ」

　昨年、全国中体連陸上競技大会男子 800m で４位入

賞を果たした渡部良太くんが、田島地域に合宿施設

を保有する埼玉栄高校へ進学しました。

　「より高いレベルで自分を高めたい」という考えか

ら、昨年の全国高校駅伝競走大会で４位に入賞した

埼玉栄高校への入学を決めました。

　４月８日に同校の入学式が行われ、699 名の入学

生の一員として、入学式に臨みました。同駅伝部の

徳田監督は、「良太くんの走りには期待しています。

ぜひ、今年の駅伝で選手と走れるように頑張ってほ

しい」と期待を込めました。

　同校駅伝部は夏から秋にかけて合宿に本町を訪れ

ます。名門駅伝部のメンバーとして走る良太くんの

姿を見られた際は、大きな応援をお願いします。

　今年福島県を舞台に開催される第 20 回全国生

涯学習フェスティバルの開催を記念して製作され

る映画の撮影がいよいよ近づいてきました。

　３月 28 日、福島市内のホテルで製作発表が行

われ、佐藤雄平県知事、瀬木直貴監督、前田茂司・

越後啓子プロデューサーがこの映画に対する思い

を語りました。瀬木監督は、「生涯学習というと

おかたいイメージがありますが、人と人とのつな

がりを気づかせるような心温まる作品にしたい」

と語りました。

　この映画のストーリーは、過保護・過干渉の家

庭に反発する非行少女が盲学校の読み聞かせボラ

ンティアを通じて視覚障害の青年と出会い、自分

が多くの人の愛情に支えられていることに気付く

という内容になっています。

　撮影は４月 30 日から約 20 日間行われ、そのう

ち 17 日間は当町に滞在します。あなたの地域で

も撮影が行われます。南会津映画製作支援実行委

員会（有賀伸一会長）では、ボランティアスタッ

フを募集しています。皆さんもぜひ、映画作りに

参加してください。

■ボランティアを募集しています！

　撮影時にスタッフとして映画作りに参加いただける方を募

　集しています。あなたも映画作りに参加してみませんか？

■協賛金を募集しています！

　この映画製作をより良いものにするために、町ではこの「春

　色のスープ」に協賛しています。この映画製作を応援し、

　南会津町を全国に PR しましょう！

◆問い合わせ・お申込

　南会津映画製作支援実行委員会（企画観光課内）

　℡ 0241-62-6200

（左から）徳田監督、渡部良太くん、佐藤栄太郎理事長

製作発表には県民キャストの皆さんも参加　南会津町からは会津田島

子供歌舞伎でおなじみの室井一仁くんが参加しました（上段左）
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力いっぱいコースを駆ける選手たち
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訪
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史
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と
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念
な
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
時
代
の
流
れ
や
人
間
の
価
値
観
の

変
化
に
よ
り
、
地
域
は
変
化
し
ま
す
。
新
生
舘
岩
小

学
校
誕
生
に
よ
り
、
新
た
な
地
域
文
化
の
創
造
も
こ

れ
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
長
く
舘
岩
地
域

の
文
化
を
築
い
て
き
た
上
郷
小
学
校
の
よ
う
に
、
新

し
い
小
学
校
が
一
日
も
早
く
地
域
の
象
徴
と
な
る
こ

と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

上
郷
小
学
校
の
歴
史

　

上
郷
小
学
校
は
明
治
６
年
に
旧
舘
岩
村
熨
斗
戸

地
区
に
学
制
の
発
布
に
よ
り
祖
と
な
る
小
学
校
が

開
設
さ
れ
、
昭
和
37
年
に
上
郷
小
学
校
と
し
て
改

称
さ
れ
ま
し
た
。
上
郷
地
区
に
学
校
が
開
設
さ
れ

て
１
３
４
年
の
歴
史
を
経
て
平
成
20
年
３
月
21
日

を
も
っ
て
閉
校
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
の
在
籍

児
童
は
８
７
０
名
に
の
ぼ
り
ま
す
。

【
年
表
】

明
治
６
年　

熨
斗
戸
地
区
に
最
初
の
小
学
校
設
立

明
治
10
年　

森
戸
地
区
に
移
転
し
新
築

明
治
15
年　

森
戸
小
学
校
に
改
称

明
治
20
年　

森
戸
簡
易
小
学
校
に
改
称

明
治
24
年　

舘
岩
尋
常
小
学
校
森
戸
分
教
室
に
改
称

明
治
25
年　

舘
岩
尋
常
小
学
校
森
戸
本
校
に
改
称

昭
和
16
年　

上
郷
分
校
と
し
て
大
字
八
総
秣
場
地

　
　
　
　
　

内
に
新
校
舎
新
築

昭
和
37
年　

上
郷
小
学
校
に
改
称

昭
和
53
年　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
新
校
舎

　
　
　
　
　

落
成

平
成
18
年　

南
会
津
町
立
上
郷
小
学
校
に
改
称

平
成
20
年　

閉
校

壇
原
の
心

　

舘
岩
地
域
の
通
称
、
壇
原
に
築
か
れ
た
学
び
の

歴
史
は
こ
れ
か
ら
も
「
壇
原
の
心
」
と
し
て
い
つ

ま
で
も
地
域
の
人
々
に
受
継
が
れ
大
切
に
守
ら
れ

て
行
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

地域社会の中心だった上郷小学校

　　　　　　　　　　その歴史を振り返る

（32年前の校舎）


